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Ⅰ.組織の概要
　

１. 名称及び代表者名

畑中建設工業株式会社

代表取締役社長 畑中　武久

２. 所在地

本　社 〒０３１－００７１

青森県八戸市沼館４丁目６番６号

ＴＥＬ　０１７８－４３－２３３２

ＦＡＸ　０１７８－４５－３８２８

３. 環境管理責任者及び担当者連絡先

ＴＥＬとＦＡＸは本社と同じ

４. 事業活動の内容

特定建設業 青森県知事許可（特－ 3）第1198号

土木工事業 建築工事業 とび・土工工事業

鋼構造物工事業 舗装工事業 しゅんせつ工事業

水道施設工事業 解体工事業

５. 事業規模

Ⅱ.対象範囲

１. 登録組織

畑中建設工業株式会社　全組織、全活動

活動範囲は、本社、資材倉庫及び建設現場となります。

２. レポートの対象期間

今回の環境経営レポートは、令和４年４月から令和５年３月までの活動実績について

報告いたします。

延べ床面積 ㎡ 861.70 861.70 861.70

売 上 高 百万円 1362 558 957

従 業 員 人 39 36 35

連 絡 先

活動規模 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

環境管理責任者 専務取締役 河 原 木 健 之

環 境 事 務 局 長 工 務 部 岩 澤 靖 孝



Ⅲ.環境経営方針

環　境　経　営　方　針

< 環 境 理 念 >

　畑中建設工業株式会社は、顧客満足度の向上、法令・規制要求事項及び顧客要求事項

の遵守に努めることで、社会貢献を目指している企業であります。そこで弊社が今後と

も事業活動を継続していくにあたって、経営の中に環境への取組を位置付け、経営にお

８、作業環境、労働環境の整備に努めます。

ける課題とチャンスを踏まえた環境経営を行います。より地域社会に貢献できるよう、

継続的改善を行いながら、成長する組織を目指し、全従業員一丸となって地域及び環境

へ与える負荷を考慮し、環境保全活動を積極的に取り組むことを決意します。

<環境保全への行動指針>

１、地球温暖化防止のために、二酸化炭素の排出削減を推進します。

２、限りある資源を有効活用するため、廃棄物削減と資源の有効利用を推進します。

制定日 ： 平成２４年　４月２３日

改訂日 ： 令和　２年　４月２０日

畑 中 建 設 工 業 株 式 会 社

代表取締役社長　　畑　中　武 久

３、水資源の有効活用のために、水使用量の削減に取り組みます。

４、使用資材の化学物質を適正に管理します。

５、地域の環境保全に資するために、環境に配慮した建設事業活動に努めます。

６、環境に関する法規制を遵守します。

７、環境方針は、全従業員に周知徹底します。



Ⅳ.環境経営目標

１. 主な環境負荷の実績

　過去の環境負荷の実績データは令和２年度から令和４年度までの３年分となっております。

表１．主な環境負荷等の実績

【 会 社 全 体 】　

二酸化炭素排出量(※1)

　　電力

　　灯油

　　ＬＰＧ

　　Ａ重油

　　ガソリン

　　軽油

廃棄物排出量

　　一般廃棄物排出量

　　産業廃棄物排出量

水使用量

　　水道水

※１．購入電力の排出係数は、2018年12月27日　環境省・経済産業省公表

　　　東北電力㈱の排出係数 0.521kg-CO2/kWh（2017年度値）を使用している。

※２．基準年は、2018～2020年度までの3年間の平均値としている。

項　　目 単　位
令和2年度 令和3年度 基準年 令和4年度

（実績） （実績） (※2) （実績）

kgCO2 489,162 663,296 619,384 380,809

kwh 91,340 91,527 84,547 78,909

L 15,310 11,026 15,623 15,006

kg 5,614 4,032 4,855 4,130

L 16,345 27,460 39,915 29,070

L 45,529 39,710 47,776 36,236

L 91,739 158,728 117,387 49,262

kg 702 670 714 680

ｔ 402 4,155 1,585 1,268

㎥ 443 2,691 2,604 1,737



【 会 社 全 体 】　
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【 本 社 】　

二酸化炭素排出量(※1)

　　電力

　　灯油

　　ＬＰＧ

　　Ａ重油

　　ガソリン

　　軽油

廃棄物排出量

　　一般廃棄物排出量

　　産業廃棄物排出量

水使用量

　　水道水

【 建 設 現 場 】　

二酸化炭素排出量(※1)

　　電力

　　灯油

　　ＬＰＧ

　　Ａ重油

　　ガソリン

　　軽油

廃棄物排出量

　　一般廃棄物排出量

　　産業廃棄物排出量

水使用量

　　水道水 ㎥ 160 2,384 2,342 1,450

kg 0 0 0 0

ｔ 402 4,155 1,585 1,268

L 88,913 157,278 115,216 47,438

L 16,345 27,460 39,915 29,070

L 8,472 4,014 7,644 5,074

L 15,310 11,026 15,623 14,495

kg 272 481 162 82

kgCO2 351,205 535,493 478,102 261,913

kwh 36,315 32,802 29,855 24,253

項　　目 単　位
令和2年度 令和3年度 基準年 令和4年度

（実績） （実績） (※2) （実績）

㎥ 283 307 263 287

kg 723 670 714 680

ｔ 0 0 0 0

L 2,826 1,450 2,304 1,824

L 0 0 0 0

L 37,057 35,696 40,132 31,162

L 0 0 0 511

kg 5,342 3,550 4,694 4,048

kgCO2 137,957 127,803 141,626 118,896

kwh 55,025 58,725 54,692 54,656

項　　目 単　位
令和2年度 令和3年度 基準年 令和4年度

（実績） （実績） (※2) （実績）



２. 環境経営目標の設定

　当社では、２０１８年度（平成３０年度）～２０２０年度（令和２年度）までの平均値を

基準値とし、令和５年度までの中長期及び単年度の環境経営目標を、表２のとおり設定し、

環境活動に取組んでおります。

　令和４年度は、基準年度比で、二酸化炭素排出量については各々２％の削減、廃棄物排出

量については一般・産業廃棄物共に２％の削減、水使用量については２％の削減を目標にし

ています。

表２．環境経営目標

【行動目標】建設現場において、環境に配慮し
た施工を推進する。

環境に配慮した施工の推進

(自らが施工・販売・提供する製品及びサービス)

化学物質を適正に管理し、定期的に確認する。

【行動目標】

(二酸化炭素排出量の削減)

２％削減

２％削減 ３％削減

電力の削減 kwh

L

(廃棄物排出量の削減)

１％削減

２％削減

【 会 社 全 体 】　基準年度比の削減率（％）

項　　目
目標値

単位
基準年度

基準値（平均値） 2022(R4)年度2021(R3)年度 2023(R5)年度

2018～2020年度
３％削減

2018～2020年度

３％削減

47,776

99％以上

３％削減

84,547

4,855

39,915

軽油の削減

二酸化炭素排出量の削減

kg １％削減 ２％削減

１％削減

ガソリンの削減

２％削減

L

619,384

３％削減

117,387

L

３％削減

kgCO2

２％削減

２％削減

99％以上

１％削減

３％削減

灯油の削減

ＬＰＧの削減

Ａ重油の削減
2018～2020年度

化学物質の管理推進

産業廃棄物の削減

再資源化率の増加

t

％

一般廃棄物の削減

(化学物質)

水道水の削減

１％削減
1,585

㎥
2,604

2018年度

kg

１％削減

2018年度

98

１％削減
2018～2020年度

714

１％削減 ２％削減
2018～2020年度

２％削減

15,623

２％削減
2018～2020年度

１％削減 ３％削減

３％削減
2018～2020年度

2018～2020年度

99％以上

2018～2020年度

(水使用量の削減)

L

１％削減

３％削減



(自らが施工・販売・提供する製品及びサービス)

環境に配慮した施工の推進
【行動目標】建設現場において、環境に配慮し
た施工を推進する。

(化学物質)

化学物質の管理推進
【行動目標】

化学物質を適正に管理し、定期的に確認する。

(水使用量の削減)

水道水の削減 ㎥
2018～2020年度

１％削減 ２％削減 ３％削減
263

再資源化率の増加 ％
2018年度

― ― ―
―

産業廃棄物の削減 t
2018年度

― ― ―
0

(廃棄物排出量の削減)

一般廃棄物の削減 kg
2018～2020年度

１％削減 ２％削減 ３％削減
714

二酸化炭素排出量の削減 kgCO2
2018～2020年度

１％削減 ２％削減 ３％削減
141,626

軽油の削減 L
2018～2020年度

１％削減 ２％削減 ３％削減
2,304

ガソリンの削減 L
2018～2020年度

１％削減 ２％削減 ３％削減
40,132

Ａ重油の削減 L
2018～2020年度

― ― ―
0

ＬＰＧの削減 kg
2018～2020年度

１％削減 ２％削減 ３％削減
4,694

灯油の削減 L
2018～2020年度

― ― ―
0

(二酸化炭素排出量の削減)

電力の削減 kwh
2018～2020年度

１％削減 ２％削減 ３％削減
54,692

【 本 社 】　基準年度比の削減率（％）

項　　目 単位
基準年度 目標値

基準値（平均値） 2021(R3)年度 2022(R4)年度 2023(R5)年度



(自らが施工・販売・提供する製品及びサービス)

環境に配慮した施工の推進
【行動目標】建設現場において、環境に配慮し
た施工を推進する。

(化学物質)

化学物質の管理推進
【行動目標】

化学物質を適正に管理し、定期的に確認する。

(水使用量の削減)

水道水の削減 ㎥
2018～2020年度

１％削減 ２％削減 ３％削減
2,342

再資源化率の増加 ％
2018年度

99％以上 99％以上 99％以上
98

産業廃棄物の削減 t
2018年度

１％削減 ２％削減 ３％削減
1,585

(廃棄物排出量の削減)

一般廃棄物の削減 kg
2018～2020年度

― ― ―
0

二酸化炭素排出量の削減 kgCO2
2018～2020年度

１％削減 ２％削減 ３％削減
478,102

軽油の削減 L
2018～2020年度

１％削減 ２％削減 ３％削減
115,216

ガソリンの削減 L
2018～2020年度

１％削減 ２％削減 ３％削減
7,644

Ａ重油の削減 L
2018～2020年度

１％削減 ２％削減 ３％削減
39,915

ＬＰＧの削減 kg
2018～2020年度

１％削減 ２％削減 ３％削減
162

灯油の削減 L
2018～2020年度

１％削減 ２％削減 ３％削減
15,623

(二酸化炭素排出量の削減)

電力の削減 kwh
2018～2020年度

１％削減 ２％削減 ３％削減
29,855

項　　目 単位
基準年度 目標値

基準値（平均値） 2021(R3)年度 2022(R4)年度 2023(R5)年度

【 建 設 現 場 】　基準年度比の削減率（％）



Ⅴ.環境経営計画に基づき実施した取組内容

　当社では、環境経営方針に基づき二酸化炭素排出量、廃棄物排出量、水使用量を削減し、環境

経営目標を達成するために、全従業員が一丸となって省エネルギー、廃棄物の削減・リサイクル

及び水使用量の削減等に取組んでおります。

※　令和2年度は、令和元年度設定の目標を継続しての運用となるため、上記項目での実績と

　　なります。

自らが施工・販売・提供する
製品及びサービス

・再生材料から作られた製品の優先的な購入、使用。

・コピー用紙等の紙について、再生紙の利用の促進。

(環境に配慮した製品使用の推進)
・環境ラベル認定製品の優先的な購入、使用。

・洗い物はまとめて行う。

化学物質使用量
・屋外での除草剤、殺虫剤の使用の削減。

(化学物質の管理推進)

水使用量の削減
・節水表示を行い、節水を呼びかける。

・水道配管からの漏水の定期点検。

・蛇口の水漏れがないか確認する。

(水道水の削減) ・水道水を出しっぱなしにしたり、流しながら使用しない。

・使用済み用紙の裏紙の利用。

(一般廃棄物の削減) ・分別容器の設置とごみの分別の徹底。

・コピー機、プリンターのトナーカートリッジの回収とリサイクルの推進。

・ＰＣ設定、部数の確認等によるミスプリントの削減。

(軽油の削減) ・最大積載量に見合った輸送単位の設定。

・タイヤの空気圧を定期的に確認し、適正を保つ。

・低燃費車、ハイブリッド車への転換。

廃棄物排出量の削減
・会議用資料の簡素化。

・両面コピー、ペーパーレス化等による紙使用量の削減。

・空調設備の管理の徹底（冷房28℃,暖房20℃程度）

(電力の削減) ・扇風機・ブラインドの活用。

(LPGの削減) ・エコ運転の励行。

(ｶﾞｿﾘﾝの削減) ・適正な車輌整備の実施。

【 本 社 】

環境目標項目 取　組　内　容

二酸化炭素排出量の削減
・不必要な照明の消灯励行。

・パソコン・コピー機エコモードの設定。

表３．主な環境経営計画の内容



(環境に配慮した製品使用の推進)
　（排出ガス対策型、低騒音・低振動建設機械の使用等）

・再生材料から作られた製品の優先的な購入、使用。

・重機・車両の定期点検整備の実施

・化学物質の種類、使用量、PRTR物質等の管理。

自らが施工・販売・提供する
製品及びサービス

・建設現場における事前環境調査の実施及び対策の実施。

・建設現場において、環境に配慮した施工の推進。

化学物質使用量
・建設現場における化学物質使用量は必要最小限とし、保管は原則行わない。

・建設現場使用する有害性化学物質の流出防止対策の徹底。

(化学物質の管理推進) ・ＳＤＳの発行依頼と内容の確認、保管。

(産業廃棄物の削減)

(再資源化率の増加)

水使用量の削減
・水道配管からの漏水の定期点検。

・蛇口の水漏れがないか確認する。

(水道水の削減) ・水道水を出しっぱなしにしたり、流しながら使用しない。

(灯油の削減)

(LPGの削減)

(A重油の削減)

(ｶﾞｿﾘﾝの削減)

(軽油の削減)

廃棄物排出量の削減

【 建 設 現 場 】

環境目標項目 取　組　内　容

二酸化炭素排出量の削減

(電力の削減)

・節水表示を行い、節水を呼びかける。

・建設機械の各種点検整備の実施。

・廃棄物管理票(マニフェスト)をもとに廃棄物の適正な処理。

・適正な車輌整備の実施。

・最大積載量に見合った輸送単位の設定。

・排出ガス対策型建設機械の使用。

・低燃費車、ハイブリッド車への転換。

・分別容器の設置とごみの分別の徹底。

・タイヤの空気圧を定期的に確認し、適正を保つ。

・エコ運転の励行。

・一般廃棄物が混載しないように定期的にチェックする。

・適切な建設廃棄物処理業者の選定。

・建設副産物の削減、再利用、分別、リサイクルに取組む。

・廃棄物の中間処理場等を定期的に直接チェックする。

・不必要な照明の消灯励行。

・空調設備の管理の徹底（冷房28℃,暖房20℃程度）

・パソコン・コピー機エコモードの設定



（１）事業者名及び代表者名

畑中建設工業株式会社　　代表取締役社長　　　　畑中　武久

（２）所在地

本社　　 青森県八戸市沼館四丁目６番６号
   
（３）事業内容 建設業

Ⅵ.実施体制

（４）ＥＡ２１の対象範囲

代　表　者

代表取締役社長 畑中 武久

環境管理責任者 環境事務局長

専務取締役　河原木 健之 岩澤　靖孝

工務部門責任者 総務部門責任者

工務部長　尾崎　智也 総務部長　畑中　　正

環境経営システム　役割・責任・権限表
役割・責任・権限

代表者（代表取締役社長） ・環境経営に関する統括責任。

畑中　武久 ・環境経営システムの実施に必要な資源の提供。

・環境管理責任者を任命。

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員への周知。

・環境経営目標・環境経営計画書、環境経営レポートの承認。

・経営における課題とチャンスの明確化。

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理。

河原木　健之 ・環境関連法規等の取りまとめ及び遵守状況チェック表の承認。

・環境経営目標・環境経営計画書、環境経営レポートの確認。

・環境経営計画の取組結果を代表者へ報告。

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局。

岩澤　靖孝 ・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施。

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成。

・環境経営計画の実績集計。

・環境関連法規等取りまとめ及び遵守状況チェック表の作成

・環境関連法規等取りまとめ及び遵守状況チェック表に基づく遵守評価の実施。

畑中　　 正 ・教育訓練の実施。

・環境経営計画の実施及び達成状況の報告。

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口。

・環境経営レポートの作成。

部門責任者 所管事項について環境経営システムを実施し、維持する。

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加。

・代表者による全体の評価と見直しを実施。

・緊急事態への対応のための手順書作成テスト、訓練の実施、記録の作成。

・問題点の発見、是正、予防処置の実施。

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚。

尾崎　智也 ・環境経営方針の部内への周知。

建 設 現 場 事 務 所



　 並びに次年度の環境経営目標及び環境経営計画

１．環境経営目標の実績

　今回は、エコアクション２１の活動を実施した令和４年度（令和４年４月から令和５年３月まで）

の実績についての評価結果を報告いたします。

　各項目の環境経営目標の達成状況は下記の表４のとおりの結果となりました。

　令和５年度も引き続き環境経営計画の取組内容の実施徹底を図りながら、毎月の実績値の推移を

観察し、実績データの収集・分析を行い、環境経営目標の達成に向けて取組んでいきます。

表４．当該年度の環境経営目標の達成状況（令和４年４月から令和５年３月まで）

【 会 社 全 体 】

Ⅶ.環境経営目標及び環境活動計画の実績・取組結果とその評価、

(増加率)

目標の
備　考

目標値 実績値 達成状況

削減率

再資源化率の増加

1,2681,553

L

98％以上

二酸化炭素排出量の削減

一般廃棄物の削減

産業廃棄物の削減

2％削減

kg

達成

4,758

Ａ重油の削減

ガソリンの削減

軽油の削減

項　　　目 単　位
R4年度 R4年度

基準年

達成

達成

4,130ＬＰＧの削減

L灯油の削減

kg

15,623

47,776 36,236

電力の削減 kwh 84,547 2％削減

達成

達成

kgCO2

2％削減

2％削減

2％削減

2％削減

82,856 78,909 4.8％減

達成

達成

2.0％減15,311 15,006

達成

L 117,387

22.6％減

25.7％減L

2％削減

29,07039,117

49,262

714

t

%

㎥ 2,604

2％削減

98%以上

水道水の削減

619,384

98

1,585

2％削減

18.4％減達成

達成

達成

2,552

(二酸化炭素排出量削減)

(廃棄物排出量削減)

(水使用量削減)

2.9％減680700

39,915

4,855

2％削減

13.2％減

46,820

57.2％減

1,737

99.4

31.9％減

1.4％増

115,039

37.3％減380,809606,996



【 本 社 】

(水使用量削減)

水道水の削減 ㎥ 263 2％削減 258 287 未達成 11.2％増

― ―

再資源化率の増加 % ― 98％以上 ― ― ― ―

産業廃棄物の削減 t 0 2％削減 ― ―

(廃棄物排出量削減)

一般廃棄物の削減 kg 714 2％削減 700 680 達成 2.9％減

達成 19.2％減

二酸化炭素排出量の削減 kgCO2 141,626 2％削減 138,793 118,896 達成 14.3％減

軽油の削減 L 2,304 2％削減 2,258 1,824

― ―

ガソリンの削減 L 40,132 2％削減 39,329 31,162 達成 20.8％減

Ａ重油の削減 L 0 2％削減 ― ―

― ―

ＬＰＧの削減 kg 4,694 2％削減 4,600 4,048 達成 12.0％減

灯油の削減 L 0 2％削減 ― 511

(二酸化炭素排出量削減)

電力の削減 kwh 54,692 2％削減 53,598 54,656 未達成 2.0％増

目標の
備　考

(増加率) 目標値 実績値 達成状況
項　　　目 単　位 基準年

削減率 R4年度 R4年度



【 建 設 現 場 】

(水使用量削減)

水道水の削減 ㎥ 2,342 2％削減 2,295 1,450 未達成 36.8％減

達成 18.4％減

再資源化率の増加 % 98 98％以上 99%以上 99.4 達成 1.4％増

産業廃棄物の削減 t 1,585 2％削減 1,553 1,268

(廃棄物排出量削減)

一般廃棄物の削減 kg 0 2％削減 ― ― ― ―

達成 58.0％減

二酸化炭素排出量の削減 kgCO2 478,102 2％削減 468,540 261,913 達成 44.1％減

軽油の削減 L 115,216 2％削減 112,912 47,438

達成 25.7％減

ガソリンの削減 L 7,644 2％削減 7,491 5,074 達成 32.3％減

Ａ重油の削減 L 39,915 2％削減 39,117 29,070

達成 5.3％減

ＬＰＧの削減 kg 162 2％削減 159 82 達成 48.4％減

灯油の削減 L 15,623 2％削減 15,311 14,495

(二酸化炭素排出量削減)

電力の削減 kwh 29,855 2％削減 29,258 24,253 達成 17.1％減

目標の
備　考

(増加率) 目標値 実績値 達成状況
項　　　目 単　位 基準年

削減率 R4年度 R4年度



《 環境活動の状況 》

　ﾌﾟﾙﾀﾌﾞ・ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙｷｬｯﾌﾟ寄贈　 　災害時避難訓練状況　

　本社会議状況　

　ボランティア活動（水辺サポーター）　

　建設現場での教育状況　

　産業廃棄物 分別状況　



２．環境経営計画の実績・取組結果とその評価

【 会 社 全 体 】

（目標は達成されている）

建設現場における仮設備の減少及び取組内容の実施が徹底され、

目標達成に至った。

今後も取組内容の徹底を図り、引き続き使用量の削減に努める。

（目標は達成されている）

建設現場における仮設備の減少及び取組内容の実施が徹底され、

目標達成に至った。

今後も取組内容の徹底を図り、引き続き使用量の削減に努める。

（目標は達成されている）

取組内容の実施が徹底され、目標達成に至った。

今後も取組内容の徹底を図り、引き続き使用量の削減に努める。

（目標は達成されている）

港湾工事に伴う作業船の稼働の減少及び取組内容の実施が徹底され、

目標達成に至った。

今後も取組内容の徹底を図り、引き続き使用量の削減に努める。

（目標は達成されている）

建設現場における小型機械の稼働の減少及び社用車等の使用時の取

組内容の実施が徹底され、目標達成に至った。

今後も取組内容の徹底を図り、引き続き使用量の削減に努める。

（目標は達成されている）

建設現場における重機の稼働の減少及び社用車等の使用時の取組内

容の実施が徹底され、目標達成に至った。

今後も取組内容の徹底を図り、引き続き使用量の削減に努める。

（目標は達成されている）

エネルギー６項目(電力、灯油、ＬＰＧ、Ａ重油、ガソリン、軽油）

の使用量削減について、全ての項目において目標が達成されたのに

伴い、二酸化炭素排出量も削減され、目標達成に至った。

今後も取組内容の徹底を図り、引き続き排出量の削減に努める。

○

○

軽油の削減

○

ＬＰＧの削減 ○

Ａ重油の削減 ○

ガソリンの削減

表５．主な環境経営計画の実績・取組結果とその評価

環境目標項目
実施状況

取組結果とその評価
の評価

電力の削減 ○

二酸化炭素排出量の
削減

○

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

灯油の削減



（目標は達成されている）

取組内容の実施が徹底され、目標達成に至った。

今後も取組内容の徹底を図り、引き続き排出量の削減に努める。

（目標は達成されている）

取組内容の実施が徹底され、目標達成に至った。

今後も取組内容の徹底を図り、引き続き排出量の削減に努める。

（目標は達成されている）

取組内容の実施が徹底され、目標達成に至った。

今後も取組内容の徹底を図り、引き続き排出量の削減に努め、再資

源化率の増加に努める。

（目標は達成されている）

地盤改良工事受注数の減少及び取組内容の実施が徹底され、

目標達成に至った。

今後も取組内容の徹底を図り、引き続き使用量の削減に努める。

化学物質については「化学物質を適正に管理し、定期的に確認する」

を行動目標として取組を推進している。

今後も化学物質を適正に管理し、取組内容の徹底を図っていく。

製品及びサービスについては、「建設現場において、環境に配慮し

た施工を推進する」を行動目標として取組を推進している。

今後も事前環境調査及び対策を実施しながら施工を推進し、取組内

容の徹底を図っていく。

製
品
及
び

サ
ー

ビ
ス

環境に配慮した
施工の推進

○

水
使
用
量

水道水の削減 ○

科
学
物
質

化学物質の管理推進 ○

廃
棄
物
排
出
量
の
削
減

一般廃棄物の削減 ○

産業廃棄物の削減 ○

再資源化率の増加 ○



【 本 社 】

（目標は未達成である）

昨年度より使用量は削減されたが、基準値とほぼ同等となり、目標

達成に至らなかった。

取組内容の実施状況は評価できる状況のため、引き続き取組内容の

徹底を図り、使用量の削減に努める。

（目標値は未設定である）

近年実績値が発生していなかったため、令和４年度は目標未設定の

項目であったが、令和５年度は、令和４年度実績値を基準値として

目標を改訂し、実績データの経過を観察しながら、取組内容の徹底

を図り、使用量の削減に努める。

（目標は達成されている）

取組内容の実施が徹底され、目標達成に至った。

今後も取組内容の徹底を図り、引き続き使用量の削減に努める。

（目標は達成されている）

社用車等の使用時の取組内容の実施が徹底され、目標達成に至った。

今後も取組内容の徹底を図り、引き続き使用量の削減に努める。

（目標は達成されている）

社用車等の使用時の取組内容の実施が徹底され、目標達成に至った。

今後も取組内容の徹底を図り、引き続き使用量の削減に努める。

（目標は達成されている）

エネルギー５項目(電力、灯油、ＬＰＧ、ガソリン、軽油）

の使用量削減について、電力を除く４項目において目標が達成され、

未達成項目の電力においても基準値とほぼ同等の使用量に留まった

ため、二酸化炭素排出量も削減され、目標達成に至った。

今後も取組内容の徹底を図り、引き続き排出量の削減に努める。

（目標は達成されている）

取組内容の実施が徹底され、目標達成に至った。

今後も取組内容の徹底を図り、引き続き排出量の削減に努める。

（目標は未達成である）

昨年度より使用量は削減されたが、基準値とほぼ同等となり、目標

達成に至らなかった。

取組内容の実施状況は評価できる状況のため、引き続き取組内容の

徹底を図り、使用量の削減に努める。

一般廃棄物の削減 ○

廃
棄
物
排
出
量

の
削
減

水
使
用
量

水道水の削減 △

○

軽油の削減 ○

ＬＰＧの削減

軽油の削減 ―

○

ガソリンの削減

環境目標項目
実施状況

取組結果とその評価
の評価

電力の削減 △

二酸化炭素排出量の
削減

○

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減



化学物質については「化学物質を適正に管理し、定期的に確認する」

を行動目標として取組を推進している。

今後も化学物質を適正に管理し、取組内容の徹底を図っていく。

製品及びサービスについては、「環境改善に資する資材・サービス

の購入・使用を推進する」を行動目標として取組を推進している。

今後も事務用品は環境ラベル表示製品を優先的に購入を推進し、取

組内容の徹底を図っていく。

※　令和2年度は、令和元年度設定の目標を継続しての運用となるため、上記項目での実績と

【 建 設 現 場 】

（目標は達成されている）

建設現場における仮設備の減少及び取組内容の実施が徹底され、

目標達成に至った。

今後も取組内容の徹底を図り、引き続き使用量の削減に努める。

（目標は達成されている）

建設現場における仮設備の減少及び取組内容の実施が徹底され、

目標達成に至った。

今後も取組内容の徹底を図り、引き続き使用量の削減に努める。

（目標は達成されている）

取組内容の実施が徹底され、目標達成に至った。

今後も取組内容の徹底を図り、引き続き使用量の削減に努める。

（目標は達成されている）

港湾工事に伴う作業船の稼働の減少及び取組内容の実施が徹底され、

目標達成に至った。

今後も取組内容の徹底を図り、引き続き使用量の削減に努める。

（目標は達成されている）

建設現場における小型機械の減少及び取組内容の実施が徹底され、

目標達成に至った。

今後も取組内容の徹底を図り、引き続き使用量の削減に努める。

（目標は達成されている）

建設現場における重機の稼働の減少及び取組内容の実施が徹底され、

目標達成に至った。

今後も取組内容の徹底を図り、引き続き使用量の削減に努める。

（目標は達成されている）

エネルギー６項目(電力、灯油、ＬＰＧ、Ａ重油、ガソリン、軽油）

の使用量削減について、全ての項目において目標が達成されたのに

伴い、二酸化炭素排出量も削減され、目標達成に至った。

今後も取組内容の徹底を図り、引き続き排出量の削減に努める。

軽油の削減 ○

電力の削減 ○

灯油の削減 ○

ＬＰＧの削減 ○

環境目標項目
実施状況

Ａ重油の削減 ○

ガソリンの削減 ○

製
品
及
び

サ
ー

ビ
ス

環境に配慮した
施工の推進

○

取組結果とその評価
の評価

科
学
物
質

化学物質の管理推進 ○

二酸化炭素排出量の
削減

○

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減



（目標は達成されている）

取組内容の実施が徹底され、目標達成に至った。

今後も取組内容の徹底を図り、引き続き排出量の削減に努める。

（目標は達成されている）

取組内容の実施が徹底され、目標達成に至った。

今後も取組内容の徹底を図り、引き続き排出量の削減に努め、再資

源化率の増加に努める。

（目標は達成されている）

地盤改良工事受注数の減少及び取組内容の実施が徹底され、

目標達成に至った。

今後も取組内容の徹底を図り、引き続き使用量の削減に努める。

化学物質については「化学物質を適正に管理し、定期的に確認する」

を行動目標として取組を推進している。

今後も化学物質を適正に管理し、取組内容の徹底を図っていく。

製品及びサービスについては、「建設現場において、環境に配慮し

た施工を推進する」を行動目標として取組を推進している。

今後も事前環境調査及び対策を実施しながら施工を推進し、取組内

容の徹底を図っていく。

○:評価できる、△:まずまず評価できる、×:評価できない

製
品
及
び

サ
ー

ビ
ス

環境に配慮した
施工の推進

○

水
使
用
量

水道水の削減 ○

科
学
物
質

化学物質の管理推進 ○

廃
棄
物
排
出
量
の
削
減

産業廃棄物の削減 ○

再資源化率の増加 ○



３. 次年度(令和５年度)の環境経営目標の設定

　当社では、２０１８年度（平成３０年度）～２０２０年度（令和２年度）までの平均値を

基準値とし、令和５年度までの中長期及び単年度の環境経営目標を設定し、環境活動に取組

んでおります。

　令和５年度は、中長期目標の最終年となり基準年度比で、各項目において削減率３％を

目標値としています。

表６．令和５年度の環境経営目標

・環境改善に資する資材、サービスの
　購入・使用を推進する。

【行動目標】
・建設現場において、環境に配慮した

・化学物質を適正に管理し、定期的に
　確認する。

　施工を推進する。

(自らが施工・販売・提供する製品及びサービス)

環境に配慮した施工の推進

【 会 社 全 体 】

項　　目 単位
基準年度

基準値（平均値）

(二酸化炭素排出量の削減)

電力の削減 kwh
2018～2020年度

３％削減 82,011
84,547

灯油の削減 L
2018～2020年度

３％削減 15,154
15,623

ＬＰＧの削減 kg
2018～2020年度

３％削減 4,709
4,855

Ａ重油の削減 L
2018～2020年度

３％削減 38,718
39,915

ガソリンの削減 L
2018～2020年度

３％削減 46,343
47,776

軽油の削減 L
2018～2020年度

３％削減 113,865
117,387

二酸化炭素排出量の削減 kgCO2
2018～2020年度

３％削減 600,802
619,384

(廃棄物排出量の削減)

一般廃棄物の削減 kg
2018～2020年度

３％削減 693
714

98

産業廃棄物の削減 t
2018年度

３％削減 1,537
1,585

㎥
2018～2020年度

３％削減 2,526
2,604

再資源化率の増加 ％
2018年度

98％以上 98％以上

削減率 目標値

(化学物質)

化学物質の管理推進
【行動目標】

(水使用量の削減)

水道水の削減



環境に配慮した施工の推進

【行動目標】
・建設現場において、環境に配慮した
　施工を推進する。
・環境改善に資する資材、サービスの
　購入・使用を推進する。

(化学物質)

化学物質の管理推進

(自らが施工・販売・提供する製品及びサービス)

(水使用量の削減)

水道水の削減 ㎥
2018～2020年度

３％削減 255
263

再資源化率の増加 ％
2018年度

－ －
－

産業廃棄物の削減 t
2018年度

－ －
0

(廃棄物排出量の削減)

一般廃棄物の削減 kg
2018～2020年度

３％削減 693
714

二酸化炭素排出量の削減 kgCO2
2018～2020年度

３％削減 137,377
141,626

軽油の削減 L
2018～2020年度

３％削減 2,235
2,304

ガソリンの削減 L
2018～2020年度

３％削減 38,928
40,132

Ａ重油の削減 L
2018～2020年度

－ －
0

ＬＰＧの削減 kg
2018～2020年度

３％削減 4,553
4,694

灯油の削減 L
2022年度

３％削減 496
511

(二酸化炭素排出量の削減)

電力の削減 kwh
2018～2020年度

３％削減 53,051
54,692

【 本 社 】

項　　目 単位
基準年度

削減率 目標値
基準値（平均値）



(自らが施工・販売・提供する製品及びサービス)

環境に配慮した施工の推進

【行動目標】
・建設現場において、環境に配慮した
　施工を推進する。
・環境改善に資する資材、サービスの
　購入・使用を推進する。

(化学物質)

化学物質の管理推進
【行動目標】
・化学物質を適正に管理し、定期的に
　確認する。

(水使用量の削減)

水道水の削減 ㎥
2018～2020年度

３％削減 2,272
2,342

再資源化率の増加 ％
2018年度

98％以上 98％以上
98

産業廃棄物の削減 t
2018年度

３％削減 1,537
1,585

(廃棄物排出量の削減)

一般廃棄物の削減 kg
2018～2020年度

－ －
0

二酸化炭素排出量の削減 kgCO2
2018～2020年度

３％削減 463,759
478,102

軽油の削減 L
2018～2020年度

３％削減 111,760
115,216

ガソリンの削減 L
2018～2020年度

３％削減 7,415
7,644

Ａ重油の削減 L
2018～2020年度

３％削減 38,718
39,915

ＬＰＧの削減 kg
2018～2020年度

３％削減 157
162

灯油の削減 L
2018～2020年度

３％削減 15,154
15,623

(二酸化炭素排出量の削減)

電力の削減 kwh
2018～2020年度

３％削減 28,959
29,855

【 建 設 現 場 】

項　　目 単位
基準年度

削減率 目標値
基準値（平均値）



４．次年度(令和５年度)の環境経営計画の取組内容

　今年度は、引き続き昨年度まで取り組んできた環境活動の内容を踏まえながら、環境経営計画に

取組んでいきます。

表７．令和５年度の環境経営計画の内容

【 本 社 】

環境目標項目 取　組　内　容

二酸化炭素排出量の削減
・不必要な照明の消灯励行。

・パソコン・コピー機エコモードの設定。

・空調設備の管理の徹底（冷房28℃,暖房20℃程度）

(電力の削減) ・扇風機・ブラインドの活用。

(灯油の削減) ・エコ運転の励行。

(LPGの削減) ・適正な車輌整備の実施。

(ｶﾞｿﾘﾝの削減) ・最大積載量に見合った輸送単位の設定。

・タイヤの空気圧を定期的に確認し、適正を保つ。

・低燃費車、ハイブリッド車への転換。

廃棄物排出量の削減
・会議用資料の簡素化。

・両面コピー、ペーパーレス化等による紙使用量の削減。

(軽油の削減)

・使用済み用紙の裏紙の利用。

(一般廃棄物の削減) ・分別容器の設置とごみの分別の徹底。

・コピー機、プリンターのトナーカートリッジの回収とリサイクルの推進。

・ＰＣ設定、部数の確認等によるミスプリントの削減。

水使用量の削減
・節水表示を行い、節水を呼びかける。

・水道配管からの漏水の定期点検。

・蛇口の水漏れがないか確認する。

(水道水の削減) ・水道水を出しっぱなしにしたり、流しながら使用しない。

・洗い物はまとめて行う。

自らが施工・販売・提供する
製品及びサービス

・再生材料から作られた製品の優先的な購入、使用。

・コピー用紙等の紙について、再生紙の利用の促進。

・環境ラベル認定製品の優先的な購入、使用。
(環境に配慮した製品使用の推進)



【 建 設 現 場 】

環境目標項目 取　組　内　容

二酸化炭素排出量の削減
・排出ガス対策型建設機械の使用。

・建設機械の各種点検整備の実施。

・エコ運転の励行。

(電力の削減) ・適正な車輌整備の実施。

(灯油の削減) ・最大積載量に見合った輸送単位の設定。

(LPGの削減) ・タイヤの空気圧を定期的に確認し、適正を保つ。

(A重油の削減) ・低燃費車、ハイブリッド車への転換。

(ｶﾞｿﾘﾝの削減) ・不必要な照明の消灯励行。

(軽油の削減) ・パソコン・コピー機エコモードの設定

・空調設備の管理の徹底（冷房28℃,暖房20℃程度）

廃棄物排出量の削減
・分別容器の設置とごみの分別の徹底。

・廃棄物管理票(マニフェスト)をもとに廃棄物の適正な処理。

・建設副産物の削減、再利用、分別、リサイクルに取組む。

(産業廃棄物の削減) ・一般廃棄物が混載しないように定期的にチェックする。

(再資源化率の増加) ・廃棄物の中間処理場等を定期的に直接チェックする。

・適切な建設廃棄物処理業者の選定。

水使用量の削減
・節水表示を行い、節水を呼びかける。

・水道配管からの漏水の定期点検。

自らが施工・販売・提供する
製品及びサービス

・建設現場における事前環境調査の実施及び対策の実施。

・建設現場において、環境に配慮した施工の推進。

・蛇口の水漏れがないか確認する。

(水道水の削減) ・水道水を出しっぱなしにしたり、流しながら使用しない。

化学物質使用量
・建設現場における化学物質使用量は必要最小限とし、保管は原則行わない。

・建設現場使用する有害性化学物質の流出防止対策の徹底。

(環境に配慮した製品使用の推進)
　（排出ガス対策型、低騒音・低振動建設機械の使用等）

・再生材料から作られた製品の優先的な購入、使用。

・重機・車両の定期点検整備の実施

(化学物質の管理推進) ・ＳＤＳの発行依頼と内容の確認、保管。

・化学物質の種類、使用量、PRTR物質等の管理。



Ⅷ.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果、
　 並びに違反、訴訟等の有無　

　　　当社が法的義務を受ける廃棄物処理法等、環境関連法規（表８）について遵守状況を確認

　　した結果、違反はありませんでした。

　　　また、過去３年間、関係当局からの違反等の指摘、住民等からの苦情、訴訟等について、

　　問題は有りませんでした。

Ⅸ.代表者による全体評価と見直し・指示

　　　環境経営目標の達成状況等の活動結果について、目標達成に至らない項目がありましたが、

　　環境経営システムは特に問題は無く、環境経営計画への取り組み結果については成果が表れ、

　　評価できる状況だと思われます。

　　　今年度も引き続き、環境経営計画の更なる実施徹底を図り、実績データの推移を観察しなが

　　らデータの収集・分析を行い、環境経営目標の達成に向けて取り組み、全体評価と見直しにつ

　　いて行っていきたいと思います。

　　　今後も全社をあげて環境保全活動並びに継続的な環境負荷の削減に取組んでまいります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長　　　畑　中　武　久

表８．主な環境関連法規一覧

大気汚染

悪臭

建設リサイクル法・廃棄物処理法

振動規制法

水質汚濁防止法

騒音規制法

消防法

フロン排出抑制法

大気汚染防止法

悪臭防止法

地球環境保全・省エネ等

廃棄物・リサイクル

騒音

振動

水質汚濁

化学物質


